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　吉田房織物(株)様(泉大

津市)から、感染症対策物

品(感染防護服上下セット

131枚、フェイスシールド40

枚)を寄贈いただきました。

　感染症対策に活用させて

いただきます。

　ありがとうございます。

２月17日

　和歌山県竹あかり実行委

員会代表で、(株)竹千代代

表取締役社長の谷正義様か

ら、竹で作られた灯篭にド

リルで貝塚市の名前を装飾

した「竹あかり」をご寄付

いただきました。

　ありがとうございます。

２月25日

市
長
行
動
録

　
「
恋
人
の
聖
地
」

は
、
全
国
に
あ
る
観

光
地
の
中
で
、
プ
ロ

ポ
ー
ズ
に
ふ
さ
わ
し

い
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
選

定
さ
れ
、
地
域
の
魅

力
や
情
報
を
発
信
す

る
場
所
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
お
夏
清

十
郎
伝
説
で
有
名
な

水
間
寺
愛
染
堂
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
恋
人
の
聖

地
が
あ
る
全
国
１
３
０
以
上
の
自
治
体
の
首
長
な

ど
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
恋
人
の
聖
地
観
光
協

会
」
で
は
、
現
在
私
が
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

 

こ
の
度
、
私
の
呼
び
か
け
で
、
同
じ
観
光
協
会
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
地
域
の
魅
力
発
信
に
取
組
ん
で

い
る
11
の
市
町
村
か
ら
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
災

害
時
に
お
け
る
応
急
復
旧
対
策
の
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
式
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
行
い
ま
し
た
。

 

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
災
し
た
自

治
体
だ
け
で
は
十
分
な
応
急
復
旧
対
策
が
で
き
な

い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
緊
急
時

に
、
応
急
対
策
と
し
て
必
要
な
職
員
の
派
遣
、
食

料
・
飲
料
水
及
び
生
活
必
需
品
の
提
供
、
必
要
な

資
機
材
の
提
供
な
ど
に
つ
い
て
、
相
互
に
応
援
し

あ
え
る
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

 

今
回
協
定
を
締
結
し
た
市
町
村
は
、
岐
阜
県
か
ら

熊
本
県
ま
で
の
広
範
囲
に
及
び
、
同
時
に
被
災
し

に
く
い
た
め
、
相
互
の
安
全
・
安
心
が
向
上
し
ま

す
。

　
恋
人
の
聖
地
と
い
う
共
通
点
か
ら
生
じ
た
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

よ
り
安
全
・
安
心
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
貝
塚
市
と
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
た
市
町
村

岐
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県
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なかなかええやん！貝塚市

◆あなたの特技をいかしませんか

　公民館では多種多様な学習機会を

幅広く提供できるように、市民のみ

なさんの多彩な特技をいかしていた

だこうと「まちのすぐれもの制度」

を開設しています。「こんな技術や

特技をぜひ伝えたい」など、みなさ

んの得意なことを活用できる機会と

なります。あなたの特技を眠らせないで、ぜひ公民館に登録してくださ

い。

◆特技登録制度「まちのすぐれもの」ご活用ください

　地域の団体や自主グループの学習会、クラブ講師をお探しのかたな

ど、みなさんのご要望に応じ、まちのすぐれもの登録者を紹介していま

す。様々な特技をお持ちのかたがたくさんいますので、まずは公民館へ

ご相談ください。

例)地域のふれあい喫茶で、登録者に演奏してもらった。

公民館クラブ講師を登録者で探した。

各施設主催の講座の講師として登録者に来てもらった。(アロマやいす

ヨガなどの講座)　など

　詳しくは、各公民館へお問合せください。

登録・問合せ先　中央公民館☎072－433－7222、浜手地区公民館☎072

－431－0926、山手地区公民館☎072－446－0090

特技登録制度「まちのすぐれもの」をご存知ですか？

３月12日

　４月に自衛隊に入隊す

る貝塚市出身の６人のう

ち３人が、その報告のた

め市役所を訪れました。

　３人は陸上自衛隊に入

隊予定で、入隊に際して

力強い抱負を語りました。

　市長は「厳しい訓練に

耐えて、安全・安心な国づくりのため、しっかりと頑張ってください」と

激励しました。

　貝塚バトントワリング

チームは、第48回バトン

トワーリング全国大会に

動画発表形式で出場し、

特別優秀賞を受賞しまし

た。

　この日、その報告に市

役所を訪れました。

　悲願の全国大会初出場

おめでとうございます！

　ポカポカ陽気に恵まれた中、

午前中は千石荘、午後からは

近木川河口で「バードウォッ

チング」観察会を行いました。

　参加者は、小鳥類やサギ類、

カモ類など多くの種を見るこ

とができました。近木川河口

では、カワセミが川にダイブ

して魚を捕るシーンにどよめ

きが起こりました。

　職員会館多目的室で「地

方創生研修会～子ども・若

者・ひとり親　コロナ禍の

リアル」を開催しました。

　この研修会は、貝塚市ま

ち・ひと・しごと創生総合

戦略女性会議のメンバーが

企画したもので、講師に大

阪府認定子どもサポーターの辻由起子さんを招き、コロナ禍の実情を話し

ていただきました。子ども・若者・ひとり親に起きている現状を知り、自

分たちにできることを考える機会となりました。

２月26日

３月１日

２月22日
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